
第2期そらいろプロジェクトの概要

代表理事:石幡 亮
特定非営利活動法人そらいろ

市街化調整区域における
新たなコミュニティ創造

桑折町大字伊達崎地区に開設された
そらいろデイを拠点にした次期構想

令和5年７月



●そらいろの故郷＝伊達崎地区の現状
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市
街
化
調
整
区
域

●農地を乱開発から守る

●原則、農業を生業とする

●親族が住み続ける

地
域
の
空
洞
化

●後継者不在

●離農

●少子高齢化

●若者減少

▽昭和40年代の法律に50年経った現在も縛られている

風
景
は
変
わ
ら
な
い

▽伊達崎・吉沼地区34戸。28戸が農家だったが現在は専業農家は2件のみ

●田んぼ

●畑

●家々

●道路

▽高齢世帯、1人暮らし世帯の増加。空き家、空き家予備軍の増加

▽地元小学校児童数は、現在70名。60年前の6分の１に

▽引きこもり、未婚者の増加。要介護者の増加

コミュニティ消滅の危機

▽町内会の形骸化、高齢化、担い手がいない



●第一期 そらいろプロジェクト始動 令和元年～現在まで

２

▽代表理事の実家
⇒空き家予備軍 93歳の母親が一人暮らし

▽築110年の古民家
⇒用途は養蚕住宅

▽55アールの田圃
⇒コメ農家に生産依頼

▽15アールの畑地
⇒耕作放棄地となっていた

▽宅地1,600平米と庭
⇒祖父、父が造営した庭

▽石蔵、土蔵と父の蔵書6000冊
⇒父が蒐集したさまざまなジャンルの書籍類
石蔵、土蔵は先の震災で被災し解体

六
〇
年
前
に
離
農
し
荒
れ
放
題
だ
っ
た
養
蚕
住
宅

■プロジェクトの拠点

介
護
を
柱
に
豊
か
な
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

◆そらいろデイ
▽地域密着型通所介護
⇒定員8名 生活リハビリ

◆ともにこカフェ
▽認知症の方、家族の居場所

◆こでらんに湯
▽自立式ひのき浴槽入浴体験

◆たむろ場文庫
▽里村の中の小さな図書館

カイコからカイゴへ



●第二期 そらいろプロジェクトの方向性 テーマは「共有地をつくる」 そして終の棲家へ
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共
有
の
世
界
へ

誰のモノでもあり、誰のモノでもない
共有地

市
街
化
調
整
区
域

土地と家を人を
縛る

私
有
の
世
界
か
ら

▽介護

▽古民家

▽田と畑

▽広い庭

▽本

人間関係を豊かに

住まい方を豊かに

食を豊かに

空間を豊かに

思考を豊かに

人
生
の
最
期
を
過
ご
す
終
の
棲
家
へ

お
金
で
は
贖
え
な
い
豊
か
さ
を
共
有
す
る

そらいろベースの創造



●そらいろベース 施設展開のアウトライン

◆地域住民

◆域外住民
・遊び
・学び
・創造する場

地
域
密
着
型
通
所
介
護

そ
ら
い
ろ
デ
イ

宿
泊
サ
ー
ビ
ス

宅
老
所
そ
ら
い
ろ

サ
高
住

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

改修

母屋

ガレージたむろ場

新住居

多目的スペース

・認知症カフェ
・引きこもりカフェ
・本カフェ

隣村珈琲
多様な居場所

子
ど
も
も
大
人
も

要
介
護
者
も
障
が
い
者
も

不
登
校
も
引
き
こ
も
り
も

介護

支
え
合
う

交

流

・食堂や農業体験、セミナー等

新設

新設

多
様
で
多
世
代
に
よ
る

人
と
の
豊
か
な
関
係

こ
こ
に
し
か
な
い

町
内
介
護


